

































































































































































































































































































































































































































































































生み出していった。日本における﹁議定書﹂の起源は、シベリア出兵時に反革命・白衛派を支持する日本軍の通訳によりウラジオストクで翻訳されたのが始まりであるが、早くも一九二一年 は日本の言 界でその真偽が問題にされている。西洋ではユダヤ陰謀論そのも は古くから存在していたが、欧米諸国とは異なり、ユダヤ人社会が存在
しない日本で
なぜユダヤ陰謀説や﹁議定書﹂が広ま
受容されていったのだろうか。
報告ではシベリア出兵時における日本への﹁議定書﹂の伝播と受容を中心に、
戦前日本における
﹁ユダヤ人﹂
をめぐる言説について考えてみたい。
